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八王子市地域福祉計画改定に伴う意識調査 調査結果報告書 概要 

 

１．意識調査の概要 

対象者 

市内在住の１８歳以上の男女 ３，０００名（無作為抽出） 

基準日 

 平成２８年９月１日 

調査期間 

 平成２８年１０月１４日（金）～１１月３日（祝・木） 

調査方法 

 無記名自記式 郵送配布・郵送回収 

回収状況 

１，２６６通（回収率 ４２．２０％） 

 

 

２．調査結果について 

 特徴として、以下のようなことが挙げられます。 

＜世代ごとのとらえ方の違い＞ 

Ｐ.１６ 地域の認識 

隣近所 町会・自治会 小学校区 中学校区 町 市全体 

７０歳代以上   ２９歳以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【事務局の分析】 

■若年層は日常生活の行動範囲が比較的広いため、“地域の範囲”を広く捉えている。 

■高齢者は日常生活の行動範囲が比較的狭くなるため、“地域の範囲”を狭く捉えている。 

 

→世代によって“地域の範囲”の捉え方が異るのは、日常生活の行動範囲の違いが影響している

と考えられる。 

→福祉サービスの圏域を検討する場合には、各世代の“地域の範囲”の捉え方が異なることを考

慮する必要がある。 
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Ｐ.３４ 地域で必要な取組 
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【事務局の分析】 

■若年層は家族の生活に関連する取組を選択している傾向がある。 

■高齢者は自身の生活向上に関連するような取組を選択している傾向がある。 

 

→世代によって家族の状況や生活形態が異なるため、必要な取組は異なってくる。 

→地域で誰もが安心して生活するためには、地域ごとのニーズとともに、世代ごとのニーズを把

握し、取組む必要がある。 
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＜虐待・孤立化の防止＞ 

Ｐ.４０ 「地域の人にしてほしいこと」と「近隣世帯にできること」 

地域の人にしてほしい 

(需要の方が割合が高い) 

近隣世帯に出来ること 

(供給の方が割合が高い) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安否確認の声掛け 

ちょっとした買い物

やゴミ出し 

食事作りや掃除や 

洗濯の手伝い 

通院の送迎や 

外出の手助け 

子どもの預かり 

親族の介護や見守り 

話し相手や相談相手 

不調時に、医療機関 

などに連絡 

【事務局の分析】 

■地域の人にしてほしい介護や通院の送迎など支援者の負担が比較的重いものが選択されている。 

■近隣世帯に出来る取組は、声掛けや相談相手など支援者に負担があまりかからないものが選択

されている。 

 

→近隣世帯に出来ることは比較的取組みやすいものであり、地域の人にしてほしいものは専門的

な知識や資格が必要となるものである。 

→支援の内容として、地域住民が取組むものと、専門職・団体が取組むものを整理していく必要

がある。 
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＜地域福祉の担い手の確保＞ 

Ｐ.４６ 「地域福祉活動に参加していない理由」 
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【比較的意欲がある】 

機会がないから 

活動の内容や参加の方法が分からないから 

【意欲はあるが余裕がない】 

仕事が忙しくて余裕がないから 

時間がないから 

【意欲があまりない】 

やりたい活動がないから 

自分の生活で精一杯だから 等 

【事務局の分析】 

■【比較的意欲がある】【意欲はあるが余裕がない】は潜在的な地域福祉の担い手であると考えら

れる。 

→“機会がないから”や“方法が分からないから”といった方への情報提供や参加手段の多様化

等を行うことで、担い手の確保に繋がると考えられる。 


